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こ
の
本
は
、
一
九
二
七
年（
昭
和
二
年
）生
ま
れ
の
「
少
年
た
ち
」
と
戦
争
の
物
語
で
す
。
こ
の
「
少
年
た
ち
」
は
、

も
の
ご
こ
ろ
が
つ
く
頃
に
中
国
と
の
戦
争
が
始
ま
り
、
中
学
二
年
の
時
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
、
そ
し
て
十
七
、

八
歳
の
一
九
四
五
年
八
月
、
広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
十
五
年
間
続
い
た
戦
争
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

戦
争
体
験
は
、
そ
の
人
が
生
ま
れ
た
年
が
一
年
違
う
だ
け
で
大
き
く
違
い
ま
す
。
こ
の
昭
和
二
年
生
ま
れ
の
「
少

年
た
ち
」
は
、
大
正
育
ち
の
先
輩
た
ち
が
抱
い
た
よ
う
な
戦
争
へ
の
批
判
や
懐
疑
を
知
ら
ず
、
ま
た
戦
後
育
ち
の
人

た
ち
の
よ
う
に
政
治
や
社
会
を
批
判
す
る
自
由
も
知
ら
ず
、
国
の
命
運
を
賭
し
た
戦
争
の
た
だ
中
で
、
最
後
は
必
ず

勝
利
す
る
と
信
じ
、
本
気
で
死
を
覚
悟
し
、
そ
れ
が
正
し
い
と
納
得
し
て
死
に
た
い
と
願
い
、
一
日
一
日
を
彼
ら
な

り
に
必
死
の
思
い
で
戦
っ
た
の
で
し
た
。

　

戦
争
の
体
験
は
ま
た
、
同
じ
日
本
で
も
、
生
き
た
場
所
に
よ
っ
て
大
き
く
違
い
ま
す
。
こ
の
本
の
「
少
年
た
ち
」

は
、
長
崎
県
長
崎
市
の
小
学
校
を
出
て
、
同
じ
市
内
の
中
学
校
へ
進
み
ま
し
た
。
本
書
の
下
敷
き
と
な
っ
た
『
蛍
雪

の
友
』
と
い
う
ガ
リ
版
刷
り
の
小
冊
子
は
、
そ
の
小
学
校
の
同
級
生
た
ち
が
、
担
任
だ
っ
た
田
中
大
二
先
生
を
中
心

に
、
卒
業
の
翌
年
か
ら
毎
年
一
回
、
第
十
号
ま
で
出
し
た
ク
ラ
ス
会
誌
で
す
。
そ
の
会
誌
は
、
原
爆
に
よ
っ
て
長
崎

市
が
廃
墟
と
な
る
前
と
後
の
各
五
年
間
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
は
、
時
代
の
変
化
や
、
各
人
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の
成
長
と
生
活
の
変
化
を
反
映
し
て
、
内
容
も
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
戦
争
と
い
う
テ
ー
マ
は
一
貫
し
て
い
ま

す
。『
蛍
雪
の
友
』
第
四
号
に
田
中
先
生
が
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
同
級
生
た
ち
は
皆
、「
徹
頭
徹
尾
、
戦
争
時
代
の

子
」
で
し
た
。

　

本
書
で
登
場
す
る
「
少
年
た
ち
」
は
す
べ
て
実
名
で
、
日
記
や
手
紙
や
感
想
文
な
ど
も
、
全
部
実
在
の
も
の
で
す
。

今
ど
き
、
こ
の
よ
う
な
本
を
書
く
こ
と
に
何
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
は
た
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
る
方
が

あ
る
の
か
ど
う
か
、
ま
る
で
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
一
方
で
は
、
私
自
身
を
含
む
「
少
年
た
ち
」
の
、
幼
く
も
青
い

真
情
を
記
す
こ
と
に
、
一
種
の
恥
ず
か
し
い
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
奇
跡
的
に
戦
災
を
免
れ
て
、
幼
い
頃
か
ら
記
し
て
き
た
私
自
身
の
日
記
や
、
友
人
や
家
族
と
交
し
た
手

紙
等
が
今
も
数
多
く
手
許
に
残
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
直
前
直
後
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
用
紙
の
入
手
も
印
刷
も
至
難
だ
っ
た
戦
中
・
戦
後
の
十
年
間
に
わ
た
っ
て
発
行
さ
れ
た
『
蛍
雪
の
友
』

が
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
な
が
ら
全
号
手
許
に
あ
る
こ
と
も
、
何
か
し
ら
特
別
な
こ
と
に
思
え
ま
し
た
。
昭
和
二
年
生

ま
れ
の
「
少
年
た
ち
」
も
多
く
は
故
人
と
な
り
、
生
き
残
っ
た
者
も
齢
八
十
七
歳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
近
は
、
約
四
年
前
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
さ
え
、
人
々
の
記
憶
か
ら
薄
れ
か
か
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
戦
後
七
十
年
を
迎
え
た
今
、
戦
争
の
過
酷
さ
、
虚
し
さ
に
つ
い
て
の
記
憶
も
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
天
災
も
、

戦
争
も
、
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
。
体
験
し
た
人
々
は
語
り
継
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
思
い
が
、
執
筆
の

背
中
を
押
す
力
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
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＊
本
書
に
収
め
ら
れ
た
手
紙
・
日
記
の
な
か
に
は
、
今
日
の
人
権
意
識
に
照
ら
し
て

不
適
切
な
記
述
も
見
ら
れ
る
が
、
作
品
の
史
料
性
に
鑑
み
、
原
文
通
り
と
し
た
。
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序章　少年たちの出会い（1927 ─ 39 年）

序
章　

少
年
た
ち
の
出
会
い（
一
九
二
七
─
三
九
年
）

　
「
少
年
た
ち
」
は
、
い
ず
れ
も
一
九
二
七
年
生
ま
れ
。
田た

吉よ
し

正ま
さ

英ひ
で

と
、
相
川
賢
太
郎
と
、
私
、
徳
永
徹
の
三
人

が
中
心
で
あ
る
。
三
人
と
も
長
崎
師
範
付
属
小
学
校
を
卒
業
し
て
、
県
立
長
崎
中
学
校
に
入
学
し
た
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
で
あ
っ
た
。
私
は
東
京
の
生
ま
れ
だ
が
、
父
・
徳
永
新
太
郎
が
埼
玉
師
範
の
付
属
小
学
校
の
主
事
を
振
り
出
し

に
、
神
奈
川
師
範
の
教
頭
、
神
奈
川
県
庁
の
視
学
官
、
長
崎
高
等
商
業
学
校
の
教
授
と
転
勤
が
続
い
た
た
め
に
、

私
は
小
学
校
だ
け
で
も
鎌
倉
、
横
浜
、
長
崎
と
転
々
と
し
た
。
一
年
下
に
弟
の
恂ま

こ
とが

、
ま
た
五
歳
年
下
に
妹
の
素も
と

子こ

が
い
た
。

　

私
が
田
吉
や
相
川
と
出
会
っ
た
の
は
、
一
九
三
八
年
四
月
、
長
崎
師
範
付
属
小
学
校
の
五
年
に
転
入
し
た
時
で

あ
る
。
若
い
ク
ラ
ス
担
任
の
田
中
大
二
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
、
木
造
二
階
の
教
室
に
行
き
、
ク
ラ
ス
の
皆
に
紹
介

さ
れ
た
。
ク
ラ
ス
は
私
に
は
初
め
て
の
男
女
共
学
で
、
合
わ
せ
て
五
十
名
だ
っ
た
。

　

鎌
倉
と
も
横
浜
と
も
違
う
雰
囲
気
に
戸
惑
っ
た
が
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
方
も
、
東
京
弁
を
話
し
、
何
か
と
都
会

風
だ
っ
た
私
に
違
和
感
を
持
っ
た
人
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
転
校
し
て
間
も
な
い
或
る
日
の
放
課
後
、
学
校
横



2

の
坂
道
で
十
人
ほ
ど
の
同
級
生
に
取
り
囲
ま
れ
た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
は
級
長
の
田
吉
正
英
で
、
か
ら
の
弁
当
箱
を

取
り
上
げ
ら
れ
、
私
は
泣
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
教
室
の
二
階
か
ら
見
て
い
た
担
任
の
田
中
先
生
か
ら
、

翌
朝
、「
男
子
が
戦
わ
な
い
で
、
泣
い
た
り
す
る
な
」
と
𠮟
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
は
無
か
っ
た
経
験
だ
っ
た
。

そ
し
て
私
は
、
次
か
ら
は
、
た
と
え
組
み
敷
か
れ
て
も
戦
お
う
と
思
っ
た
。

　

し
か
し
、
ク
ラ
ス
の
皆
と
親
し
く
な
る
の
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
仲
の
よ
い
遊
び
仲
間
も
何
人
も
で
き

た
し
、
生
涯
を
通
じ
て
の
親
友
も
で
き
た
。

　

田
吉
正
英
は
、
痩
せ
ぎ
す
で
背
が
高
く
、
真
面
目
で
や
や
神
経
質
な
感
じ
で
、
勉
強
も
良
く
で
き
た
。
父
上
は

こ
の
付
属
小
学
校
の
教
頭
で
、
母
上
も
市
内
の
小
学
校
の
先
生
だ
っ
た
。
家
は
私
の
家
か
ら
や
や
遠
か
っ
た
の
で
、

遊
び
に
行
く
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、
何
歳
か
下
に
弟
た
ち
が
い
た
。

　

担
任
の
田
中
先
生
は
、
私
た
ち
が
初
め
て
受
け
持
つ
高
学
年
の
生
徒
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
た
い
へ
ん
熱
心

に
、
ま
た
厳
し
く
指
導
し
て
下
さ
っ
た
。
勉
強
だ
け
で
な
く
、
日
曜
日
は
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
、
飯は

ん

盒ご
う

持
参
で
野の

母も

半
島（
長
崎
半
島
）を
縦
走
し
た
り
し
た
。

　

相
川
賢
太
郎
と
は
、
こ
う
し
た
遊
び
の
機
会
を
通
し
て
気
が
合
っ
た
よ
う
に
思
う
。
家
が
近
か
っ
た
の
で
遊
び

に
行
く
こ
と
も
多
く
、
姉
さ
ん
が
二
人
、
弟
が
一
人
、
妹
が
二
人
の
六
人
兄
弟
の
長
男
で
、
大
事
に
育
て
ら
れ
て

い
た
が
、
小
学
校
時
代
の
彼
は
あ
ま
り
目
立
つ
存
在
で
は
な
く
、
中
学
時
代
の
後
半
か
ら
め
き
め
き
と
頭
角
を
現

し
た
よ
う
に
思
う
。
田
吉
と
相
川
は
、
生
粋
の
長
崎
育
ち
で
、
互
い
に
幼
稚
園
以
来
の
仲
間
だ
っ
た
。
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序章　少年たちの出会い（1927 ─ 39 年）

　

三
人
と
も
、
ま
だ
記
憶
以
前
の
一
九
三
一
年
に
満
州
事
変
が
始
ま
り
、
以
来
、
戦
争
は
年
ご
と
に
拡
大
、
激
化

し
て
い
っ
た
の
で
、
ま
さ
に
戦
争
時
代
の
少
年
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

顧
み
る
と
、
一
九
三
六
年
、
私
が
鎌
倉
の
神
奈
川
師
範
学
校
付
属
小
学
校
に
入
学
し
て
、
や
が
て
三
年
生
に
な

ろ
う
と
す
る
時
に
、
二
・
二
六
事
件
が
起
こ
っ
た
。
雪
の
日
だ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
が
「
流
弾
が
飛
ん
で
く
る
お
そ
れ

が
あ
る
か
ら
、
家
か
ら
表
に
出
る
な
」
と
放
送
し
た
。
そ
し
て
こ
の
日
、
斎
藤
実ま

こ
と

内
大
臣
、
高
橋
是
清
蔵
相
、

渡
辺
錠
太
郎
教
育
総
監
ら
が
反
乱
軍
に
よ
っ
て
射
殺
さ
れ
、
岡
田
内
閣
は
総
辞
職
し
た
。
翌
日
、
小
学
校
で
聞
い

た
こ
と
だ
が
、
射
殺
さ
れ
た
高
橋
蔵
相
は
、
一
年
生
の
高
橋
君
の
お
祖
父
さ
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ず
っ
と

あ
と
か
ら
知
っ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
事
件
を
契
機
に
日
本
の
軍
国
化
が
一
気
に
加
速
し
、
軍
事
予
算
も
急
速
に
増

大
し
て
い
っ
た
。

　

私
も
小
学
生
な
が
ら
に
、
そ
の
年
、
日
本
が
ド
イ
ツ
と
防
共
協
定
を
結
ん
だ
こ
と
や
、
イ
タ
リ
ア
が
エ
チ
オ
ピ

ア
を
占
領
し
た
こ
と
、
ま
た
ス
ペ
イ
ン
で
内
乱
が
起
こ
っ
た
こ
と
な
ど
を
一
応
は
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
聞

の
一
面
に
躍
る
そ
う
し
た
国
内
外
の
激
動
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
子
ど
も
の
私
に
は
遠
い
世
界
の
話
で
、
私
た
ち
は
ベ

ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
人
選
手
の
活
動
に
快
哉
の
叫
び
を
挙
げ
、
毎
日
の
よ
う
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ご
っ

こ
を
し
て
遊
ん
だ
。

　

一
九
三
七
年
春
に
、
私
は
横
浜
の
市
立
戸と

部べ

小
学
校
へ
転
校
し
た
。
あ
と
か
ら
思
え
ば
、
そ
の
年
の
七
月
、
盧
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溝
橋
で
日
中
両
軍
が
衝
突
し
、
日
本
軍
は
華
北
で
総
攻
撃
を
開
始
、
八
月
に
は
上
海
に
飛
び
火
し
、
日
中
全
面
戦

争
が
始
ま
っ
た
。
戦
争
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
り
、
や
が
て
十
二
月
に
は
中
国
の
首
都
南
京
を
占
領
し
た
。
私
た

ち
は
事
変
の
意
味
も
よ
く
分
か
ら
ぬ
ま
ま
、
学
校
を
挙
げ
て
、
万
歳
、
万
歳
の
旗
行
列
で
街
路
を
練
り
歩
き
、
夜

は
市
民
の
提
灯
行
列
を
見
物
に
出
か
け
た
。
戦
争
の
呼
称
は
、
最
初
の
満
州
事
変
か
ら
北
支
事
変
へ
、
更
に
日
支

事
変
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
が
、
日
中
戦
争
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
夏
の
横
浜
の
街
の
様
子
を
、
私
は
日
記
に
こ
う
書
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　

七
月
三
十
日　

晴［
日
記
］

　

横
浜
の
町
の
通
り
は
、
方
々
の
家
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
が
と
て
も
き
れ
い
だ
。
僕
は
う
っ
と
り
と
し
て
歩
い
た
。
と

つ
ぜ
ん
パ
ン
パ
ン
と
、
ピ
ス
ト
ル
を
打
つ
よ
う
な
音
が
し
た
。
や
が
て
音
楽
の
音
も
勇
ま
し
く
、
手
に
手
に
、
日
の

丸
の
旗
を
持
っ
て
、「
万
ざ
い
、
万
ざ
い
」
と
叫
び
な
が
ら
、
大
勢
の
人
が
押
し
よ
せ
て
来
た
。
僕
の
前
に
い
た
背

の
高
い
人
が
大
き
な
声
で
「
万
ざ
ー
い
、
勝
っ
て
来
い
よ
ー
」
と
叫
ん
だ
。
赤
と
白
の
細
い
布
を
肩
か
ら
腰
に
か
け

て
い
た
人
は
、「
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
」
と
頭
を
下
げ
な
が
ら
通
っ
て
行
っ
た
。
続
い
て
、
後
か
ら
、
後
か

ら
、
旗
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、「
万
ざ
い
、
万
ざ
い
」
と
叫
び
な
が
ら
通
っ
て
行
く
。
や
が
て
楽
隊
の
音
も
遠
く
へ

行
っ
て
し
ま
っ
た
。
僕
は
何
と
も
言
え
な
い
感
激
に
く
れ
て
し
ま
っ
た
。
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翌
年
、
私
は
長
崎
師
範
付
属
小
学
校
の
五
年
に
転
入
し
た
。
そ
の
年
の
大
き
な
思
い
出
の
一
つ
は
、
初
め
て
泳

げ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
長
崎
は
海
に
面
し
て
い
る
が
、
長
崎
港
は
上
海
へ
の
定
期
船
が
往
来
す
る
だ
け
で

な
く
、
三
菱
造
船
や
川
南
造
船
な
ど
の
工
場
が
並
ぶ
重
要
な
軍
事
地
帯
で
、
要
塞
司
令
部
も
置
か
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
海
水
浴
に
は
峠
を
越
え
て
、
東
望
浜
ま
で
行
く
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
長
崎
港
口
に
は
「
ね
ず
み
島
」

と
い
う
無
人
島
が
あ
り
、
当
時
は
波
止
場
か
ら
二
隻
の
「
団
平
船
」
が
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
を
そ
こ
ま
で
運
ん
で
、

水
泳
の
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
。
五
年
の
夏
休
み
の
日
記
帖
は
、
こ
の
ね
ず
み
島
で
の
水
泳
の
記
事
と
、
朝
六
時

か
ら
始
ま
る
校
庭
で
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
記
事
で
埋
ま
っ
て
い
る
。
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
は
日
本
中
の
学
校
や
町
内
会

で
行
わ
れ
、
最
初
に
厚
生
大
臣
の
開
会
の
言
葉
が
放
送
さ
れ
て
、
体
操
の
あ
と
は
「
愛
国
行
進
曲
」
を
歌
っ
た
。

　

こ
の
年
、
日
本
軍
は
徐
州
、
武
漢
三
鎮
、
広
東
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
北
支
、
中
支
、
南
支
の
中
心
都
市
を
占
領

し
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
で
支
那
事
変
が
勝
利
の
う
ち
に
終
わ
る
か
と
思
っ
た
が
、
蒋
介
石
が
率
い
る
中
国
政
府
軍

と
毛
沢
東
が
率
い
る
共
産
軍
は
手
を
握
っ
て
徹
底
抗
戦
を
声
明
、
戦
争
は
泥
沼
化
し
て
い
っ
た
。
食
糧
も
、
綿
糸

も
、
紙
も
統
制
が
厳
し
く
な
り
、
私
た
ち
小
学
生
は
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
、
勝
つ
ま
で
は
」
を
合
言
葉
に
物
資
の

不
自
由
な
生
活
に
慣
れ
よ
う
と
努
力
し
た
。

　

父
は
し
ば
し
ば
私
を
連
れ
て
、
山
や
海
に
ス
ケ
ッ
チ
に
出
掛
け
た
。
父
は
油
絵
、
私
は
ク
レ
パ
ス
か
水
彩
で
、

蜜
柑
山
や
海
な
ど
を
描
い
た
。
し
か
し
、
画
用
紙
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
野
外
で
風
景
画
を
描

く
に
は
、
そ
の
都
度
、
長
崎
要
塞
司
令
官
の
許
可
証（
次
頁
写
真
）が
必
要
で
、
外
で
絵
を
描
く
機
会
は
少
な
く
な
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っ
た
。

　

明
け
て
一
九
三
九
年
。

　
　
　
　
　

一
月
一
日（
日
）　

晴
の
ち
曇
り［
日
記
］

　

元
旦
。
皆
、
登
校
し
て
四
方
拝
の
拝
賀
式
。
校
長
先
生
は
お
話

の
中
で
、「
何
事
を
す
る
に
も
、
君（
天
皇
＝
筆
者
注
）の
為
、
国
の

為
と
思
っ
て
や
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
僕
達
は
、
何
事
も
君

の
た
め
、
国
の
た
め
に
や
る
の
だ
。
今
年
は
書
き
初
め
に
、
大
き

な
筆
で
「
貫
徹
」
と
書
く
。
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。
五
年
生

も
あ
と
三
カ
月
。
今
年
は
「
貫
徹
」
を
実
行
し
よ
う
。

　

一
月
七
日
の
日
記
帖
に
は
、
大
き
な
新
聞
記
事
の
切
り
抜
き

が
貼
っ
て
あ
る
。
新
し
く
成
立
し
た
平
沼
内
閣
が
、
中
国
で
の

戦
争
の
早
期
終
結
が
困
難
と
な
り
、「
長
期
建
設
へ
の
重
任
を

荷に
な

い
、
事
変
新
段
階
の
処
理
に
雄
々
し
く
乗
り
出
し
た
」
と
い

う
の
だ
。
私
は
、「
僕
は
び
っ
く
り
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

「絵画模写許可願」と同「許可証」．
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い
る
。

　

二
月
に
は
学
校
の
作
文
で
「
日
本
精
神
」
と
い
う
課
題
が
出
た
。
私
は
日
記
風
に
次
の
作
文
を
書
い
て
提
出
し

た
。

　
　
　
　
　
「
日
本
精
神
」　

尋
五
男（「
尋
常
小
学
校
五
年
男
子
」
の
意
＝
筆
者
注
）　

徳
永
徹

　
　
　
　
　

某
月
某
日

　

今
日
か
ら
一
週
間
、
日
本
精
神
発
揚
週
間
で
あ
る
。
田
中
先
生
が
黒
板
に
、「
敷
島
の
大
和
心
を
人
問
は
ば   

朝

日
に
匂
ふ   

山
桜
花
」
と
書
か
れ
た
。
我
々
も
、
美
し
く
咲
い
て
、
美
し
く
散
る
の
だ
。

　

ま
た
、
主
事
の
先
生
は
、
日
本
精
神
と
は
「
不
自
由
を
忍
ぶ
」
と
い
う
こ
と
と
、「
協
心
協
力
」
と
い
う
こ
と
が

大
切
だ
と
お
言
い
に
な
っ
た
。
僕
は
、
今
す
ぐ
は
で
き
な
い
の
で
、
や
さ
し
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
と
思
っ
た
。

そ
し
て
此
の
週
間
中
は
、
朝
早
く
起
き
、
家
の
前
を
そ
う
じ
し
よ
う
と
決
心
し
た
。

　
　
　
　
　

某
月
某
日

　

今
日
は
小
講
堂
で
柳
堂
先
生
か
ら
、
神
武
天
皇
が
日
向
か
ら
大
和
へ
行
か
れ
た
時
の
話
が
あ
っ
た
。
神
武
天
皇
は

出
陣
の
前
に
、「
自
分
は
日
の
神
の
子
孫
で
あ
る
。
決
し
て
君
達
を
や
っ
つ
け
に
来
た
の
で
は
な
く
、
此
の
国
を
治

め
に
来
た
の
だ
。
悪
い
と
知
っ
た
者
は
ゆ
る
し
て
や
る
か
ら
降
参
し
て
こ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
降
参
し
て
き
た
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者
は
助
け
、
そ
れ
で
も
刃
向
か
う
者
は
徹
底
的
に
や
っ
つ
け
た
そ
う
だ
。
こ
の
や
り
方
は
、
今
の
支
那
事
変
と
よ
く

似
て
い
る
。
日
本
精
神
は
国
が
始
ま
る
時
か
ら
ず
っ
と
あ
る
の
だ
。
僕
は
、
此
の
週
間
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
こ
の
精
神
を
持
ち
続
け
よ
う
と
思
っ
た
。

　

私
た
ち
が
六
年
生
に
な
っ
た
こ
の
一
九
三
九
年
の
五
月
に
「
青
少
年
学
徒
ニ
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
語
」
が
発
布
さ
れ

た
。
二
重
橋
前
に
、
全
国
千
八
百
校
の
中
学
・
高
校
・
大
学
の
代
表
三
万
二
千
五
百
人
が
集
ま
り
、
三
八
式
歩
兵

銃
を
肩
に
、
短
剣
を
腰
に
下
げ
て
行
進
し
、
天
皇
の
親
閲
式
が
行
わ
れ
た
。
小
学
生
の
参
加
は
無
か
っ
た
が
、
明

治
時
代
に
発
布
さ
れ
た
教
育
勅
語
に
加
え
て
、
こ
の
新
し
い
勅
語
の
全
文
を
小
学
生
も
暗
記
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
勅
語
は
、「
国
本
ニ
培
ヒ   
国
力
ヲ
養
ヒ   

以
テ   

国
家
隆
昌
ノ
気
運
ヲ
永
世
ニ
維
持
セ
ム
ト
ス
ル   

任
タ

ル
極
メ
テ
重
ク   

道
タ
ル
甚
ダ
遠
シ   
而
シ
テ   

其
ノ
任
実
ニ
繋
リ
テ   

汝
等   

青
少
年
学
徒
ノ
双
肩
ニ
在
リ
」

と
始
ま
り
、
学
生
・
生
徒
の
国
に
対
す
る
大
き
な
責
任
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
勅
語
は
、
事

あ
る
ご
と
に
繰
り
返
し
奉
読
さ
れ
、
私
た
ち
は
こ
れ
を
確
実
に
暗
記
し
た
。

　

同
じ
く
九
月
一
日
か
ら
「
興
亜
奉
公
日
」
が
設
け
ら
れ
た
。
毎
月
の
一
日
に
、
全
国
民
が
戦
場
の
労
苦
を
偲
び
、

国
旗
掲
揚
、
宮
城
遥
拝
、
神
社
参
拝
、
勤
労
奉
仕
な
ど
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
私
た
ち
も
昼
弁
当
に
は
米
飯
に
梅

干
し
と
い
う
質
素
な
食
事
が
要
請
さ
れ
た
。
白
地
に
赤
の
「
日
の
丸
弁
当
」
と
い
っ
て
も
、
白
米
な
ど
は
口
に
で

き
な
く
な
っ
て
い
た
。
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国
外
で
は
、
前
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
併
合
し
た
ド
イ
ツ
が
勢
い
に
の
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
、
こ
れ
に
対

し
て
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
が
宣
戦
布
告
、
第
二
次
欧
州
大
戦
が
始
ま
っ
た
。
一
方
、
街
で
は
毎
日
の
よ
う
に
出

征
兵
士
を
送
る
行
列
が
通
り
、
時
に
は
戦
死
者
の
白
い
遺
骨
箱
を
抱
い
た
行
列
に
も
出
会
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
日

米
通
商
航
海
条
約
を
破
棄
し
、
国
内
で
は
国
家
総
動
員
法
に
続
い
て
国
民
徴
用
令
が
施
行
さ
れ
、
小
学
校
で
も

「
大
東
亜
共
栄
圏
」
と
い
う
言
葉
が
盛
ん
に
飛
び
交
っ
た
。
欧
米
諸
国
に
よ
る
植
民
地
支
配
か
ら
ア
ジ
ア
諸
国
を

解
放
し
、
日
本
を
中
心
と
し
て
ア
ジ
ア
に
共
存
共
栄
の
新
秩
序
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
理
念
に
は
、
私
た
ち
小
学

生
も
共
感
し
た
。
し
か
し
日
常
の
関
心
事
は
、
中
学
入
試
の
た
め
の
体
力
検
定
、
つ
い
で
米
穀
が
配
給
制
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
六
十
九
連
勝
を
達
成
し
た
双
葉
山
の
活
躍
の
方
が
大
き
な
話
題
だ
っ
た
。

　

中
学
へ
の
入
学
試
験
は
、
こ
の
年
か
ら
筆
記
試
験
が
廃
止
さ
れ
、
内
申
書
と
体
力
検
定
だ
け
に
な
っ
て
い
た
。

五
十
メ
ー
ト
ル
走
の
タ
イ
ム
と
、
走
り
幅
跳
び
の
距
離
と
、
鉄
棒
の
懸
垂
の
回
数
が
決
め
手
と
な
っ
た
。
内
申
書

で
は
田
吉
が
一
番
、
体
力
検
定
は
相
川
が
一
番
だ
っ
た
。

　

翌
一
九
四
〇
年
四
月
、「
少
年
た
ち
」
は
三
人
と
も
県
立
長
崎
中
学
校
に
進
学
し
た
。


